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潮見が丘中学校 学校だより 令和６年５月３０日発行   

学校教育目標 

◯自ら学び知性をみがく生徒  ◯心情豊かで仲間と共に伸びる生徒  ◯心身ともにたくましい生徒 

『運動会』から見る『地域の将来』と『生徒の姿』 

    ～『人はつながりの中で生きている・生かされている』～ 

                               校長  齊藤 康輔 

SDGs No.11『住み続けられるまちづくりを』…この目標 

は、本校の「重点課題」の一つです。先日開催された『運動 

会』は好天に恵まれました。青空の元、「躍動する生徒たちの姿」に将来の地域の 

姿を見たように思いました。 

…参観応援に駆けつけてくれた多くの地域住民・保護者の皆様方の中には…かつて 

『潮中の生徒』として同じようにグラウンドを疾走した思い出を持っている人が多 

くいると思います。それは数十年前の自分の姿であり…そして、今は地域住民として「地域社会を支えている自

分の姿」でもあります。 

 『人はつながりの中で生きています・生かされています』…開会式で生徒のリーダー3人と叫ばせて頂きまし

た。ずっと「つながっていく姿」こそが『住み続けられる地域社会』を支えています。『運動会』はそのような

「地域の将来」を見つめる貴重な場であると私は考えています。…『学校行事』を参観する…『参観日に学校へ

来る』…『ＰＴＡの活動に参加する』…『部活動を応援する』…全て同様であると考えます。 

 生徒たちは 10年後…20年後…社会を支える重要な役割を担います。その道は、我々大人たちも通って来た

道です。その厳しさは痛感しています。だからこそ、今の生徒たちの姿を見つめて…アドバイスできるのです。 

 

 運動会を参観応援してくれた皆様…本当にありがとうございました。『生徒たちの姿』を見て、『地域の将来』

を考えた時に「どのような印象」をお持ちでしょうか？…「まだまだ頼りない」「その元気が地域を明るくする」

「これからも頑張れ！」「最後は体力だぞ！」等々…感じて頂けたでしょうか？…我々大人は、ただ漫然と「天

気良くて良かったね」「寒かったぁ～」「楽しかった～」という感想だけではなく…もう一歩踏みこんで『生徒た

ちが成長していく先』の姿…『地域の姿』も見つめなければいけないと考えています。 

 

 『子どもは社会の宝』…と言われます。「可愛がること」と「甘やかすこと」は違います。 

「子どもの自主性に任せること」と「放任すること」は違います。 

 

我々大人は『将来を見つめて』どのような「人」「もの」「こと」が必要になる 

のか『予想』しなけれはなりません。生徒たちを導いていかなくてはいけません。 

生徒たちの背中を押していかなくてはいけません。…これからの『学校行事』も、 

そのような考えを深める場になることを期待しています。参観応援…本当にありが 

とうございます！ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 委員長 

１学年委員会 川 井 奈 々 さん 

２学年委員会 阿 部 美 希 さん 

３学年委員会 和 田 夕 子 さん 

生活環境委員会 阿 部 直 美 さん 

広 報 委 員 会 木 幡 友 美 さん 

 

 

 

 

 

  

 

 気温は低かったものの数年ぶりに青空も見える中で、潮中運動会を

開催することができました、「会」という漢字には、「人が集まる」という

意味があるそうです。「運動を通して、人が集まり、絆を深める。」こ

とが運動会の目的でもあります。この取組期間、毎回の練習を大切に、

コツコツと努力を積み重ねて、絆を深めてきました。その日々の積み重ね

を、ふるさとに元気として発信できました。「目標」に向かい合い「仲間

と協働」し、「取組の過程」を支え合いながら、日常の生活を豊かにし

ていきましょう。運動会当日は、潮見が丘地区子育て連絡協議会木村

会長をはじめ、多くの来賓の方に来場をいただくとともに、各自治会

の皆様からもご支援をいただきました。本当にありがとうございま

す。 

 

   

 

  

 

 今年度の PTA学年委員長さん、専門委員長さんが決定しました。 

 活動計画を見ると、学年レク、土曜登校日の昼食づくり、行事の際の写真撮影、雑

巾回収など、とても豊かな活動が盛りだくさんとなっています。 

 子どもたちにとって保護者の皆さんは世界で最高の応援団です。 

 ぜひ、よろしくお願いします。 

 

 また６月２１日（金）には、稚内市教育講演会が稚内総合文化センターで開催されま

す。今年度の講師は、玉城ちはるさんです。お互いの考えや生き方の違いを越えて 

どう共に暮らしていくのかをテーマに、歌と講演が行われます。現在、入場整理券を 

学校で配布しています。学校安心安全メールでも御案内していますが、保護者の方で 

興味のある方は入場整理券を配布しますので、学校までご連絡してください。 

 

 中体連柔道大会（6 月 15 日）、中体連球技大会（7 月 6 日～7

日）と近づいてきています。 

 現在の各部活動の状況はどうでしょうか？ 

 

【５月の大会成績】 

 男子バレーボール部（稚内合同幌延合同） 

５月３日～５日  

第 44回北海道中学生バレーボール選抜優勝大会 第２位 

 

バスケットボール部 

５月 26日  
   稚内地区コート開きバスケットボール大会 男女ともに優勝 

 

 

 最近読んだ本に「頭のいい人が話す前に考えていること」 

というものがあります。2023 年の年間ベストセラー１位

（ビジネス）にも輝き、多くの方に読まれていただけあり、 

「おっ」と思うところがたくさんあります。（まだ全部読み切

れていませんが・・） 

 その中に「アンガーマネジメント」という言葉が登場します。

わかりやすく言うと、「イラッとしたり、ムカっとした時は、まず

は６秒程度待って、その時の感情に流されないようにしましょ

う。」というもの。この６秒程度経過すると「脳の前頭葉という部

分が力を発揮して、落ち着いて冷静に考えることができるよう

になる。」のだそうです。 

 様々なところでスピード感が求められる時代ですが、その

時の「イラッ」や「ムカっ」に流されないようにするために

も６秒を大切にしていきたいところです。 

 

 ６月行事予定は、潮見が丘中学校ホームページより 

ご確認願います。  

＊QRコードは株式会社デンソー

ウェーブ様の登録商標です。 


